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緒　言 
　歯科医院へ定期的に受診することで、う蝕や歯
周病の早期発見・早期治療のほかに、プロフェッ

ショナルケアによる歯科疾患の予防につながる。
また、定期受診によって、自身の口腔健康状態を
継続して把握することができ、口腔の自主的な健
康管理や日常的な口腔の健康増進行動の実践も可
能となる。定期的な歯科受診によって、歯科疾患
のエンドポイントである歯の喪失が抑制されるこ
とは報告されている。10年間の縦断調査の結果で
は、定期受診していないと歯の喪失リスクが高
く、定期受診をしないことの人口寄与危険割合は
18.5%であった1）。これは、歯の喪失の18.5%が定
期受診をしていないことで起こっていることが示
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要　旨 
　歯科医院に定期的に受診することで口腔の健康状態を良好に維持することができる。現状では多くの国
民が定期的に歯科医院を受診しておらず、一般地域住民を対象に行われた調査では、定期受診者は35%で
あった。先行研究の結果を踏まえると、定期受診をしていない者の特徴として、男性、若年者、経済状態
が悪い、現在歯数が少ないことが挙げられた。また、症状があっても我慢して歯科医院を受診しない者や
口腔の健康に注意を払っていない者、口腔の状態が悪いと感じないため歯科医院に行きにくいと思ってい
る者では定期受診をしていない者が多かった。さらに、歯科衛生士がいない、歯科衛生士専用のユニット
がない、歯科保健指導時間が短い歯科医院では、その患者は定期受診していないとの報告があり、受診行
動は個人の要因だけではなく歯科医院の要因が関わると考えられる。



唆される。このように、口腔の健康状態を維持す
るために定期受診は効果が認められるものの、現
状では多くの国民が定期的に歯科医院を受診して
いない。 
　本稿では、一般地域住民における歯科医院への
定期受診の状況と要因を報告し、過去の報告内容
を踏まえ、定期受診の要因を考察する。 
 

対象および方法 
　定期受診の状況と要因を評価するために、以下
の一般地域住民を対象とした調査データを用い
た。 
１）8020推進財団調査研究事業「一般地域住民
を対象とした歯・口腔の健康に関する調査研
究」2） 

　8020推進財団が、2014～2019年に「歯科医療に
よる健康増進効果に関する調査研究事業」を実施
し、その一環として実施された調査で、層化2段
無作為抽出により全国の市町村から抽出された20
～79歳の5,000人に質問紙を配布し、2,465人（有効
回収率49.3%）から回答が得られた。質問票で、
過去に歯科医院を受診したと回答した者のうち、
その受診理由が「定期健診のため」または「治療
および定期健診のため」と回答した者を定期受診
者とした。 
 
２）福岡県A町住民健診 
　福岡県A町住民健診の質問票の回答結果を用
い、定期受診の状況と要因を評価した。定期受診
の状況は、2017年に40～79歳の2,791人が回答した
結果を用いて評価した。質問票で、歯科医院で定
期的に健診や口腔ケアを受けていると回答した者
を定期受診者とした。定期受診者における受診頻
度を評価した。 
　定期受診の要因については、2009年に50～59歳
の589人が質問票に回答した結果を用いて評価し
た。定期受診と関与する質問項目の各選択肢で、
定期受診者の割合を評価した。2009年の質問票で
は、歯科医院で歯周病などの定期管理を受けてい
ると回答した者を定期受診者とした。歯科受診へ

の態度・口腔への関心についての質問項目と選択
肢は、「かかりつけの歯科医院があるか。（選択
肢：はい／いいえ）」、「特に悪いところがないと
きに歯科医院で歯科健診を受けることについてど
う思うか。（選択肢：迷わず歯科医院に歯科健診
に行く／悪いところがないので歯科医院に行きづ
らい／費用が気になって歯科医院に行きづらい／
歯科健診を受ける必要性を感じない）」、「歯が痛
む、歯ぐきが腫れる等の症状がでたらどうする
か。（選択肢：すぐに歯科を受診する／しばらく
は我慢して、症状がひどくなったら歯科を受診す
る／歯科健診を受ける必要性を感じない）」、「今
後、お口の健康を維持するために、心掛けたいと
思うことがあるか。（選択肢：定期的なケア等に
費用をかけて予防に力を入れていきたい／むし歯
や歯周病などの問題が見つかれば早めに治療する
ようにしたい／特に考えていない）」、「定期的に
歯科健診を受ければ、将来的に多くの歯を残すこ
とができると思うか。（選択肢：思う／思わな
い／わからない）」とした。歯科受診への態度や
口腔への関心についての回答結果の男女差につい
てカイ二乗検定で検討した。 
 

結　果 
１．歯科医院への定期受診の状況 
　8020推進財団の調査結果と福岡県A町の健診結
果から歯科医院への定期受診者の割合を年齢別に
図1に示す。2015年の8020推進財団調査では、全
体で定期受診者の割合が34.8%で、20代が25.6%と
最も低く、70代が43.9%と他の年代よりも高く
なっていた。2017年の福岡県A町の健診結果では、
年齢が高くなるほど定期受診者の割合が高く、70
代では58.9%であった。定期受診者における受診
頻度では、2～3か月おきの来院、半年に1回来院
する者が多かった。 
 
２．歯科医院への定期受診の要因 
　2009年福岡県A町の健診結果で、歯科受診への
態度・口腔への関心についての質問項目と定期受
診状況について検討したところ、かかりつけ歯科
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医院がある者では、定期管理を受けている者が
50%であった（図2）。「特に悪いところがない時に
歯科医院で歯科健診を受けることについてどう思
うか」との質問で、迷わず歯科医院に歯科健診に

行くと回答した者では定期受診者が72%と多くい
た。その他の回答として、悪いところがないので
歯科医院に行きづらい、費用が気になって歯科医
院に行きづらい、歯科健診を受ける必要性を感じ

図1　8020推進財団調査研究と福岡県A町の定期受診者の割合

図2　歯科受診への態度・口腔への関心についての質問項目における定期受診者の割合
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ない人では歯科医院で定期管理を受けてなかっ
た。歯が痛む、歯ぐきが腫れる等の症状が出た際
にしばらくは我慢して、症状がひどくなったら歯
科を受診する人や、痛みがひどくなっても極力我
慢し、歯科を受診しないようにする人では定期受
診者は少なかった。また、「今後、お口の健康を
維持するために、心掛けたいと思うことがある
か。」の質問に対し、特に考えていない人では定
期受診者が少なかった。歯科受診への態度や口腔
への関心についての回答結果の男女差について
は、特に悪いところがない時に歯科医院で歯科健
診受ける必要性を感じていない者、症状が出た時
に我慢して、症状がひどくなったら歯科を受診す
る者、口腔の健康維持について特に考えていない
者で、女性よりも男性で多かった（図3）。 
 

考　察 
　一般地域住民を対象とした調査結果から、年齢
が高くなると定期的に歯科医院を来院する者が多
くなる傾向が認められた。また、消極的な受診態

度を取る者や口腔への関心が低い者では、定期的
に歯科医院を受診していなかった。 
　定期受診の要因には、個人の要因と歯科医院の
要因があると考えられる。個人の要因として、本
研究で示した受診態度や口腔への関心といった要
因のほかに、8020推進財団の調査結果から、女性
や高齢者は定期健診で歯科医院を受診する者が多
かったことが報告されている3）。この理由として、
女性は男性に比べて健康意識が高く、良い健康行
動を取っている傾向があるためと考えられる4）。
本研究においても、男性のほうが口腔の健康に注
意を払っておらず、口腔の健康への意識が低いこ
とが認められた。高齢者については時間的余裕が
あり、健康を意識して定期的に歯科医院を受診し
ている可能性がある。また、8020推進財団調査
で、経済状態が悪いほど、また、現在歯数が少な
い者ほど定期健診を受けていなかったことが報告
されている3）。これは、経済状態が悪いと定期受
診の費用が負担となりやすいことや、現在歯数が
少ない場合、定期受診の必要性を感じられないた

図3　歯科受診への態度・口腔への関心についての質問項目における男女差（X2検定により全ての項目でp<0.001）



めと考えられる。 
　歯科医院側の要因として、歯科医院とその患者
を対象にした8020推進財団の調査結果では、歯科
衛生士専用チェアがあり、歯科保健指導時間が長
く、歯科衛生士数が多い歯科医院の患者は定期受
診していた5）。これは、歯科衛生士専用チェアが
ある場合、歯科衛生士は保健指導時間を長めに取
ることができ、患者において定期受診する動機付
けが高まると考えられる。静岡県内農山部地域か
ら、年代別に無作為抽出された20～69歳でかかり
つけ歯科医がある354人の結果では、患者個人の
要因を調整しても、かかりつけ歯科医が男性の人
に比べ、女性歯科医がかかりつけであったほうが
その患者は毎年歯科医院で定期健診を受けている
との関係が認められた6）。この理由として、女性
歯科医は男性歯科医より予防的治療を選択する傾
向があり7）、また、女性歯科医は男性歯科医より
歯科保健指導の中心を担う歯科衛生士と連携を取
りやすいことが考えられる。 
　今後、定期受診者を増やすために、男性、若
者、収入が低い人、無関心な人に対してのアプ
ローチが必要であり、歯科医院では、歯科衛生士
や女性歯科医師の増員のほかに、う蝕などの治療
を理由に来院した患者に、症状がなくても定期健
診を受ける必要性について説明することは効果が
あると考えられる。 
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　Regular dental visit contributes to maintain good oral health. In fact, the percentage of individuals with 
regular dental visit was 35% in the dental survey for community-dwelling people. Many Japanese people do 
not regularly visit dental clinic. Previous studies reported that men, young people, and individuals with low 
income or fewer teeth were less likely to regularly visit dental clinic. This study showed that individuals who 
endured symptoms of oral diseases, did not pay attention to oral heath, and hesitated to visit dental clinic due 
to good oral health, had no regular dental visit. It has been reported that patients did not tend to regularly 
visit in dental clinics which no dental hygienist, no dental chair for dental hygienist, and short time for oral 
health guidance. These findings suggest that dental visit behaviors divide into individual factors and dental 
clinic factors. 
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